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3.論文の種類は総説,原 著,報 告,論 説,資 料とする。但
し,内容は他の雑誌に未掲載のものとする。
1)総 説 は特定の主題に関連 した研究を幅広 く概観 した
ものとし,編集委員会の依頼によるものとする。
2)原 著は明確な構想に基づき,研 究をまとめて,一 定
の結論を与えたものとする。
3)報 告は調査,症 例研究,事 例研究などから得られた
知見をまとめたものとする。
4)論 説は主題に関する理論の構築,提 言を したものと
する。










グタイ トル(20字以内),キ ーワード(和 英とも5語
以内),連絡先および別刷希望部数を付記する。

























5)学 名 は イ タ リ ック 体 を 用 い る か,ア ン ダ ー ライ ンで
明 示 す る。 単 位,数 量 はSIユ ニ ッ トを 用 い,数 字 は ア
ラ ビア 数 字 を 用 い る。
6)引 用 文 献 は以 下 の よ うに す る。
① 本 文 中 に 引用 の場 合,本 文 中 の該 当箇 所 の右 肩 に順
次 番号 をつ け る。
例):小 島 ら1),Ayliffeetal.2)
② 引用 文 献 は本 文 末 に 「引用 文 献 」 と して一 括 して,
本 文 中 の 出現 順 に配 列 す る。
③ 引用 文 献 の表 記 につ い て はバ ンク ーバ ー ス タ イ ル に
準 拠 す る。 な お雑 誌 名 に は略 記 を用 い,医 学 中 央 雑 誌,
IndexMedicusあるい はINI(lnternationalNurs-
ingIndex)に従 う。
A.雑 誌 の場 合
著 者 氏 名.表 題 雑 誌 名 出 版 年;巻(号):ペ ー ジ.
例1)小 島 道 代,外 崎 明 子,秋 山照 男.感 染 に 関 す






B.単 行 本 の 場 合
著 者 氏 名.表 題.In:編 者 等 氏 名.書 名.発 行 地:出
版 者;出 版 年.ペ ー ジ.
例1)森 博 愛,斉 藤憲.神 経 ・筋 疾 患.In:森 博 愛






C.Webペ ー ジの場 合
著者 氏 名.表 題 掲 載(更 新)年 月 日[引 用 日].URL
例)大 阪 府 健 康 福 祉 部 地 域 保 健 福 祉 室 疾 病 対 策 課 .
大 阪府 に お け るHIV感 染 者 情 報.2005[引用2005-
03‐08].URL:http://www.pref.Osaka.jp/chiiki/
shippei/tokutei/aids/hiv.html
6.原 稿 提 出
原 稿(表 紙,本 文,図 表,写 真 な ど)1部,お よ び3.5
イ ンチ フ ロ ッ ピー デ ィス ク1枚 を提 出す る。
7.投 稿 原 稿 の 採 否,掲 載 順 序,印 刷 方 法,体 裁 は編 集 委 員
会 にお いて 決 定 す る。 なお 投 稿 原 稿 は2名 の 査 読 を 経 る。
8.著 者 校 正 は原 則 と して 再 校 まで と し,新 た な 追 加 あ るい
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編 集 後 記
平成20年度の藍野学院紀要第22巻が完成 しましたのでお届けいたします。
先号第21巻の編集後記を書いたのが,昨 年の7月 の終わり,土用の真っただ中のとても
暑い日で した。今年は,は や11月,紅葉 も美しい晩秋になってしまいました。4ヶ 月も遅
れて しまったのはひとえに私の怠慢の致す所であり,この場をお借りしまして謹んでお詫
び申し上げます。
ところで 「もみ じ」 という言葉は,「木の葉が秋になって赤や黄色に色づく」という意味




どということはないはずなのですが,梢 の方か ら紅葉が日々広が ってゆ く様子をみている




が赤い色素を絞 り出すように,脳髄を絞 って,血 のにじむような努力をして成 し遂げられ
るものです。 とするならば知恵をしぼり,「揉み出す」ことで生み出された論文は 「もみ
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